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　代表質問の録画放送をイン
ターネットで見ることができ
ます。（詳細は下段）

＊

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
議
案
や
市
政
全
般
に

つ
い
て
、
各
会
派
を
代
表
し
て
６
人
の
議
員

が
質
問
し
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
各
会
派
の
紙
面
の
割
合
は
、
会
派

所
属
議
員
数
に
応
じ
て
案
分
し
て
い
ま
す
。

会 派 名 議員数 質問時間
水 曜 会 13人 120分
公 明 党 　 7人 120分
誠 友 会 　4人 120分
市 民 連 合 　4人 120分
日本共産党 　4人 120分
新政クラブ 　3人 120分

大お
お

田た　
祐ゆ

う
す
け介

水　
曜　
会

問

今
年
は
５
月
１
日
に
御み
よ代
替

わ
り
が
行
わ
れ
、
新
元
号
元
年
と
な

る
。
市
長
の
言
う
「
未
来
を
切
り
拓

く
予
算
」
で
は
、
抜
本
的
な
浸
水
対

策
と
し
て
、
芦
田
川
・
手
城
川
・
福

川
・
高
屋
川
・
小
田
川
流
域
等
で
多

く
の
対
策
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
５
年
間
の
総
事
業
費
見
込
み
は
。

答

昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
直
後
、

「
二
度
と
床
上
浸
水
被
害
は
起
こ
さ
な

い
」
と
い
う
強
い
決
意
で
抜
本
的
な
浸

水
対
策
に
取
り
組
む
と
市
民
に
約
束
し

た
が
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
お
お
む
ね

５
年
間
の
浸
水
対
策
を
こ
の
た
び
取
り

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
う
ち
本
市
の
２
０
１
９
年
度
の

事
業
費
は
、
約
15
億
３
千
万
円
で
あ
る
。

ま
た
、
今
後
５
年
間
の
総
事
業
費
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
約
２
４
０
億
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

豪
雨
災
害
対
策
事
業
費
は

鞆
の
ま
ち
づ
く
り
は

答

ま
ず
は
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た

山
側
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
に
向
け
て
、

県
・
市
で
連
携
し
て
取
り
組
む
。
市
と

し
て
は
、
町
並
み
保
存
拠
点
施
設
整
備

や
下
水
道
整
備
、
伝
建
地
区
の
修
理
等

に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
終
わ
り
は
な
く
、
我

が
国
の
誇
る
歴
史
と
伝
統
、
文
化
が
息

づ
く
鞆
の
魅
力
を
守
り
続
け
な
が
ら
、

問

人
口
４
千
人
を
割
っ
た
が
、

広
島
県
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

計
画
や
、
新
た
な
基
金
の
具
体
は
。

鞆
町
の
再
生
、
活
性
化
を
着
実
に
進
め

る
。

　
２
０
１
９
年
度
か
ら
県
・
市
の
連
名

で
、
募
集
期
間
を
10
年
間
、
目
標
額
を

６
億
円
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
基
金
」

へ
の
寄
付
を
募
集
し
、
そ
の
う
ち
の
５

億
円
を
本
市
へ
交
付
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
こ
の
基
金
は
、
鞆
の
歴
史
的
な
価
値

や
伝
統
文
化
、
江
戸
時
代
か
ら
の
町
並

み
や
景
観
を
未
来
に
継
承
す
る
た
め
の

施
策
に
活
用
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

具
体
的
な
使
途
は
今
後
、
地
元
の
意
見

を
聞
い
て
決
め
る
予
定
で
あ
る
。

芦
田
川
河
口
堰ぜ

き
の
開
放
に
向
け
て

問

市
長
は
「
水
五
訓
」
と
い
う

人
生
訓
を
引
用
し
、
前
例
に
と
ら
わ

れ
ず
常
に
挑
戦
す
る
と
言
わ
れ
た
。

　
河
口
堰
を
開
放
す
る
と
出
原
浄
水

場
の
水
源
が
塩
水
化
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
従
来
説
明
が
あ
っ
た
が
、
鹿

児
島
県
の
川せ

ん

内だ
い

川
で
は
河
床
を
横
断

し
て
敷
設
し
た
パ
イ
プ
か
ら
気
泡
を

発
生
さ
せ
て
、
塩
水
の
浸
入
を
抑
制

し
て
い
る
。

　

将
来
的
な
河
口
堰
開
放
に
向
け
、

ま
ず
は
潮
止
め
の
方
法
に
つ
い
て
研

究
し
、
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
あ

ら
ゆ
る
観
点
か
ら
開
放
の
方
策
を
研

究
し
て
は
ど
う
か
。

答

河
口
堰
の
操
作
を
変
更
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
工
業
用
水
の
水
源
確

保
を
は
じ
め
、
塩
害
対
策
や
治
水
対
策

さ
ら
に
農
業
、
漁
業
へ
の
影
響
や
そ
の

関
係
者
の
理
解
、
関
係
者
間
の
調
整
な

ど
、
検
討
す
べ
き
課
題
が
多
い
。

　
今
後
の
水
需
要
の
動
向
、
社
会
情
勢

の
変
化
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
中
・
長

期
的
な
視
野
に
立
ち
研
究
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
提
案
が
あ
っ
た
川
内
川
の

事
例
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
。


